天草のコラン・スルガランについて (一) by 渡辺 定元
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写真2佐賀県伊万里市東山代町菖蒲谷産のコラン(Cy""加加加""),1975.9
撮影，採集後10年目，藤満久良氏培養のもの。
のではないかと考えている。
筆者は，1973年より熊本県天草島等でコラン自生地の調査を行い，コランの自生を確認
するとともに，自生スルガランの多くの個体に接することができた。ここにその所見を報
告する。
1．コラン・スルガランの分布
熊本県天草島は北緯32度10分～38分，東経129度58分～130度30分に位置し，天草上島，
下島，大矢野島および周辺の多数の小島よりなる。特に下島は東支那海に面し対島海流の
ため気候温暖で，シイノキ，カシ類を主体とした照葉樹林によって覆われている。また，
下島は，1960年代まで天然林が多く残り，明治，大正，昭和初期にかけての蘭ブームにも
とり残され，九州（屋久，奄美を除く｡)のうちで最近までいわゆる東洋ランの自然相が残
された地域である。天草島に自生が確認されているCy"z"加加属は，シュンラン，カン
ラン，コラン，スルガラン，ナギランの5種である。このうち，シュンランは全域に分布
し，ナギランは主として海岸線に近い照葉樹林に生じている。
筆者の確認したコラン，スルガラン，カンランの産地を，第1図，第2図および下記に
しめす。なお，コランは，佐賀県伊万里市においても採集されている。
コラン；熊本県：天草郡，天草町福連木，角岳国有林，標高Ca.400m(吉田穂積，
1965年採集），琴北町，木場，柱岳，標高Ca480m(山本元治,1952年採集),河
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第1図天草島におけるコラン(Cy"z6""z""”●),スルガラン(C.g7@s"-
伽加×），カンラン(C、加冗jtz"a)の分布と伊万里市におけるコランの産地。
浦町益田，標高Ca.70m(原田順-,1970年採集),河浦町阿津木峠，標高130m
（末次正高，1967年採集），牛深市魚貫，久貫山標高230m(佐々木某1969年10
月採集），魚貫，権現山山麓（稲田徳平，1963年9月採集），本渡市瀬戸，標高20m,
（富永八州男，1968年採集），上記の他天草郡五和町，天草町福連木，牛深市亀浦に
て最近採集報告あるも確認していない。
佐賀県:伊万里市東山代町，菖蒲谷，標高Ca.400m(藤満久良,1965年6月採集)。
スルガラン；熊本県天草郡天草町松の平標高Ca.280m(富永孝,1966年採集),
下田北標高Ca.100m(原田謹一郎,1973年採集),下島黒勘根標高Ca.140m(石
田明，1971年採集），下島首越峠（柳田利吉，1971年採集），河浦町釜，権現山標
高Ca.110m(竹林時義採集),宮野河内本郷女岳標高Ca.20m(矢田九市,1973年
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